







































































































1 0型＋ 0型→－ 2型 つむ　＋　あげる　→　つみあげ る 4
2 0型＋－ 2型→－ 2型 ふむ　＋　やぶ る　→　ふみやぶ る
3 － 2型＋ 0型→－ 2型 /0型 あ る　＋　ふれる　→　ありふれ る /ありふれる
4 － 2型＋－ 2型→－ 2型 /0型 あ る　＋　あま る　→　ありあま る /ありあまる
5 0型＋－ 3型→－ 3型 よぶ　＋　か えす　→　よびか えす
6 － 2型＋－ 3型→－ 3型 /0型 と る　＋　か えす　→　とりか えす /とりかえす
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調査語は、各複合類型につき 10語を選定し、計 60語である。また、複合類型 1～ 4の






時間は 20分で、休憩を挟みながら実施した。学習者が 3回発音したうちの 2回目 8の音
声を切り取り、再編集した。学習者の日本語アクセントの自然度について、東京語母語話
者 5名（本稿 3.2.2参照）に 4段階 9で評価してもらった。本研究では、録音機は SONY 














1～ 3（－ 2型アクセント）（例、「つみあげ る」）の複合動詞の場合は、北京方言話者
表 3　複合動詞アクセントの正用率
複合類型 類型 1 類型 2 類型 3 類型 4 類型 5 類型 6
規則的なア
クセント型 － 2型 － 2型か 0型 － 3型 － 3型か 0型
北　　京 52.1％（7.0） 61.9％（6.5） 58.6％（7.3） 69.9％（4.5） 76.0％（7.3） 75.2％（10.0）
上　　海 70.5％（9.5） 74.7％（3.9） 66.8％（5.2） 75.5％（5.9） 67.6％（12.5）57.9％（15.0）
北京と上
海の比較 北京＜上海












本研究で調査対象とした複合類型 1～ 4（－ 2型アクセント）の複合動詞の場合、アク
セント核を担う音節 11に連母音を含む調査語（例、「めぐりあ う」）と含まない調査語の
正用率を分析した。表 4のように、正用率の平均値から見ると、連母音を含む調査語の
正用率が高いことが分かった。統計分析の結果、北京：t （38）＝ 3.312、P＝ .037、上海：
































2） 複合類型 3（例、「ありふれ る／ありふれる」）、複合類型 4（例、「ありあま る／





定の結果、複合類型3の場合は t （76）＝－3.906、P＜ .001、複合類型4の場合は t （76）
＝－3.807、P＜ .001、複合類型 6の場合は t （76）＝－3.011、P＜ .001、「正用」評
価数の割合と比べて、「誤用」評価数の割合のほうが有意に高いことが分かった。こ
れは北京・上海方言話者の間に差異がなく、共通した特徴である。
3） 北京方言話者と上海方言話者の比較では、複合類型 4（例、「ありあま る」）の場
合は、上海方言話者のほうが「正用」パターンである－ 2型アクセントの生成が多




複合類型 類型 1 類型 2 類型 3 類型 4 類型 5 類型 6
規則的なア
クセント型 － 2型 － 2型か 0型 － 3型 － 3型か 0型
北京
－ 2型＊＊ － 2型＊＊ － 2型＊＊ － 2型＊＊ － 3型＊＊ － 3型＊＊
上海
北京と上海










類型 3 0.2％　（0.3） 7.9％　（3.6）
類型 4 0.0％　（－） 4.2％　（2.1）






1） 北京方言話者の場合は、複合類型 2と複合類型 3の生成において、上げ下げ型 12（例、
「ふみ やぶ る」、「あり ふれ る」）が「誤用」として多く見られた。
2） 上海方言話者の場合は、複合類型 6の生成において、－ 2型アクセント（例、「とり
かえ す」）の「誤用」が多く見られた。
3） 両方言話者の比較では、複合類型 1～ 4の複合動詞の生成においては、上海方言話
者と比べて、北京方言話者のほうが上げ下げ型（例、「つみ あげ る」）の「誤用」
アクセントパターンの出現率が有意に高いことが分かった。
4） 両方言話者の「誤用」パターンの出現率の比較では、複合類型 1の場合は－ 2型（例、
「つみあげ る」）：北京（0.7％）＜上海（2.4％）で、複合類型 3の場合は－ 4型（例、




複合類型 類型 1 類型 2 類型 3 類型 4 類型 5 類型 6
規則的なア













































































































































































表 2のように、－ 2型（例、「つみあげ る」）、－ 2型か 0型（例、「ありふれ る」か「あ



























































 8 2回目の発音を採取したのは、1回目と 3回目より音声が比較的に安定しているからである。
 9 「アクセントが自然である」に対する同意度を 4段階から選択してもらった。1：同意しない、
2：やや同意しない、3：やや同意する、4：同意する。
 10 相関係数 rについては、以下のように規定をする。① .0 ≤ r ≤ .4 or －.4 ≤ r ≤ 0⇒相関なし、
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